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一
、
は
じ
め
に

　

本
論
考
は
、
自
身
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
で
あ
り
な
が
ら
、
禅
思
想
も

学
び
、
複
数
の
著
書
を
残
し
た
金
子
白
夢
牧
師
（
一
八
七
三
〜
一
九
五
〇
）

に
つ
い
て
、
研
究
す
る
も
の
で
あ
）
1
（

る
。

　

本
論
で
は
特
に
、
金
子
師
の
『
無
門
関
の
新
研
究
』（
青
年
通
信
社
・
一

九
四
三
年
）
を
中
心
に
、
そ
の
禅
思
想
の
解
明
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

二
、『
無
門
関
の
新
研
究
』
解
題

　

金
子
師
は
『
無
門
）
2
（

関
』
関
連
の
著
作
を
二
度
上
梓
し
て
い
る
。

　

一
つ
は
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
無
門
関
の
研
究

（
前
篇
）（
以
下
、『
研
究
』
と
略
記
）』
で
、
本
書
は
新
生
堂
「
東
洋
思
想
研

究
叢
書
」
の
第
三
篇
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
四
八
則
の
本

則
を
評
唱
・
詠
頌
し
て
い
る
『
無
門
関
』
の
前
半
二
〇
則
を
収
録
す
る
の
み

で
あ
る
。

　

二
つ
は
、
前
書
か
ら
一
六
年
後
の
一
九
四
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
無
門
関

の
新
研
究
（
以
下
、『
新
研
究
』
と
略
記
）』（
青
年
通
信
社
）
で
あ
り
、
本

書
で
は
全
四
八
則
分
の
解
説
を
収
録
し
た
。

　

両
書
で
重
複
す
る
前
半
二
〇
則
分
に
つ
い
て
、
有
意
味
的
な
違
い
は
認
め

ら
れ
な
い
た
め
、『
研
究
』
に
対
し
て
後
半
部
分
を
付
加
し
、『
新
研
究
』
を

刊
行
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
『
研
究
』
の
「
序
文
」
か
ら
、
本
書
成
立
の
材
料
と
な
っ
た
の
は
、
大
正

一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
、
中
京
地
方
の
「
新
生
会
同
人
│
│
哲
学
研
究
の

目
的
を
以
て
組
織
さ
れ
た
有
志
の
精
神
的
集
）
3
（

団
」
の
た
め
に
行
わ
れ
た
講
話

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
前
半
二
〇
則
の
み
で
あ
っ
た
の

か
、
四
八
則
全
て
に
対
し
て
で
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、

『
新
研
究
』
で
は
「
大
正
十
五
年
」
の
下
り
が
削
除
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大

正
一
五
年
の
段
階
で
は
前
半
の
み
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
論
で
は
『
新
研
究
』
を
中
心
に
検
討
す
る
が
、
本
書
の
目
次

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

序
文

　
　
　
　

前
篇

　
　

緒
論

　
　

無
門
関
の
自
序

　
　

第
一
、
趙
州
狗
子
＝
絶
対
無
の
問
題

　
　

第
二
、
百
丈
野
狐
＝
即
実
在
の
風
流
味

　
　
　

…
…
〈
中
略
〉

　
　

第
二
〇
、
大
力
量
人
＝
創
造
的
無
の
流
れ（
※
『
研
究
』
は
こ
こ
ま
で
）
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後
篇

　
　

第
二
一
、
雲
門
屎
橛
＝
実
在
の
活
動

　
　

第
二
二
、
迦
葉
刹
竿
＝
現
実
の
大
用

　
　
　

…
…
〈
中
略
〉

　
　

第
四
八
、
乾
峯
一
路
＝
涅
槃
へ
の
一
路

　
　
　
　

附
録

　
　
　

第
一
、
圜
悟
の
宗
教
観

　
　
　

第
二
、
此
一
関
を
超
え
て

　
　
　

第
三
、
人
と
人
、
機
と
機

　
　
　

第
四
、
宗
教
的
感
想
の
諸
相

　

注
視
す
べ
き
は
、
各
則
の
下
に
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
金
子
師
に

よ
る
各
則
へ
の
「
著
語
」
で
あ
り
、
基
本
は
そ
の
語
に
従
っ
て
各
則
が
解
釈

さ
れ
る
た
め
、
各
則
読
解
の
傾
向
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
、
こ
の

「
著
語
」
に
は
、
当
時
の
思
潮
の
影
響
が
多
分
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

一
部
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

三
、
本
書
執
筆
の
態
度

　

金
子
師
の
執
筆
態
度
は
、『
新
研
究
』「
序
文
」
冒
頭
の
一
節
に
明
ら
か
で

あ
る
。

　
　

生
命
に
活
く
る
道
。
そ
こ
に
我
々
の
生
活
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
我
々

は
生
活
を
価
値
あ
ら
し
む
べ
く
真
の
我
々
の
踏
む
べ
き
道
を
見
出
さ
ね

ば
な
ら
）
4
（

ぬ
。

　

師
は
、
自
ら
の
生
活
が
宗
教
的
に
価
値
の
あ
る
、「
真
の
踏
む
べ
き
道
」

を
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
最
初
期
の
著
作
で
あ
る

『
体
験
の
宗
教
』（
一
九
二
二
年
）
以
来
、
常
に
同
様
で
あ
っ
て
、
師
の
宗
教

的
理
想
で
あ
る
と
い
っ
て
良
い
。
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

私
は
長
い
間
さ
う
し
た
道
を
求
め
て
来
た
。
私
の
長
い
宗
教
生
活
の
歩

み
は
、
西
に
東
に
其
の
道
を
さ
が
し
歩
い
た
。
欧
洲
の
中
世
紀
に
於
け

る
聖
者
の
歩
ん
だ
道
、
古
印
度
の
聖
者
の
歩
ん
だ
道
、
ヘ
ブ
ル
の
古
聖

の
歩
ん
だ
道
、
そ
れ
ら
は
凡
て
私
の
魂
に
慈
光
滴
る
尊
い
も
の
を
与
へ

て
く
れ
た
。
私
は
永
へ
に
彼
等
古
聖
に
対
し
て
感
謝
の
讃
歌
を
捧
げ
や

う
と
し
て
居
）
5
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
師
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
に
自
ら
の
魂
に
慈
光
を
与
え
た

聖
者
が
歩
ん
だ
道
を
讃
歎
し
て
い
る
。
師
に
と
っ
て
宗
教
書
の
研
究
は
同
時

に
、
聖
者
の
探
求
で
も
あ
っ
た
。
本
来
は
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
っ
た
は
ず
の
師

が
、
何
故
東
洋
思
想
の
中
に
も
聖
者
を
見
出
し
得
た
か
は
、
本
書
読
解
の
上

で
鍵
と
な
る
も
の
と
い
え
る
。

　
　

併
し
な
が
ら
そ
れ
と
共
に
私
の
宗
教
生
活
の
過
去
の
辿
り
に
於
て
我
を

育
て
、
私
を
導
き
、
私
を
教
へ
、
私
の
魂
を
深
い
体
験
の
境
地
に
携
へ

て
く
れ
た
も
の
は
支
那
に
於
け
る
幽
玄
な
宗
教
上
の
神
秘
道
を
歩
ん
だ

純
粋
な
東
洋
意
識
に
生
き
た
一
群
の
聖
者
達
の
力
で
あ
つ
た
。
私
は
そ

れ
を
謂
ふ
所
の
禅
の
流
れ
を
汲
む
一
団
の
宗
教
人
の
人
々
の
な
か
に
見

出
し
た
。
今
茲
に
私
が
世
に
送
り
出
さ
う
と
し
て
居
る
『
無
門
関
』
の

如
き
が
そ
の
一
つ
で
あ
）
6
（

る
。

　

こ
れ
は
、
師
に
お
け
る
『
無
門
関
』
へ
の
讃
辞
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
師

は
『
無
門
関
』
に
収
録
さ
れ
た
各
則
に
登
場
す
る
禅
者
を
、「
一
群
の
聖
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者
」
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
師
個
人
が
こ
の
『
無
門

関
』
を
通
し
て
自
ら
の
宗
教
生
活
を
深
い
体
験
の
境
地
を
も
っ
て
送
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
師
に
は
、
そ
の
時
代
ら
し
い

と
い
う
べ
き
だ
が
、
過
度
な
物
質
偏
重
の
文
明
に
対
し
、
否
定
的
な
態
度
が

見
え
る
。
そ
し
て
、
禅
宗
は
別
に
「
仏
心
宗
」
と
も
い
う
が
、
そ
の
禅
宗
が

持
つ
精
神
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
物
質
文
明
の
濁
流
に
押
し
流
さ
れ
る
当
時

の
人
々
に
対
し
、
本
書
に
親
し
む
こ
と
で
、
各
自
が
持
つ
魂
を
浄
化
さ
せ
る

べ
き
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
精
神
性
を
尊
重
す
る
禅
宗
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
内
面
性

の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
な
く
、
同
時
的
に
日
々
の
生
活
へ
も
宗
教
的
精
神

を
展
開
し
て
い
く
た
め
、『
新
研
究
』
読
解
時
に
は
師
が
説
く
「
宗
教
生

活
」
に
も
重
大
な
関
心
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
師
は
キ
リ
ス
ト
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
立
場
か
ら
、
一

方
的
に
仏
教
・
禅
な
ど
を
批
判
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
　

私
の
解
釈
は
敢
て
古
人
の
旧
套
を
踏
ま
な
か
つ
た
。
我
々
は
最
早
斯
う

し
た
古
典
研
究
を
旧
式
的
な
や
り
方
か
ら
解
放
せ
ね
ば
な
ら
）
7
（

ぬ
。

　

こ
の
立
場
は
既
に
『
体
験
の
宗
教
』
に
て
打
ち
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、
師

は
、
自
ら
の
宗
教
思
想
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
宗
教
・
宗
派
に
依
拠

す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
ま
た
、
次
項
を
含
め
て
考

察
す
る
。四

、
本
書
に
影
響
を
与
え
た
研
究
者
等
に
つ
い
て

　

本
書
執
筆
に
当
た
っ
て
、
金
子
師
は
以
下
の
謝
辞
を
呈
し
て
い
る
。

　
　

此
の
書
の
作
成
に
関
し
て
私
の
平
素
最
も
私
淑
し
敬
意
を
表
し
て
居
る

紀
平
正
美
博
士
、
西
晋
一
郎
博
士
、
西
田
幾
多
郎
博
士
の
三
先
生
に
思

想
上
に
負
ふ
所
の
多
か
つ
た
事
を
茲
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
て
置

き
た
）
8
（

い
。

　

な
お
、
右
は
『
研
究
』
で
も
同
文
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
研
究
』
に

は
、「
謹
ん
で
此
の
一
小
冊
子
を
文
学
博
士　

西
田
幾
多
郎
先
生
に
捧
ぐ
」

と
い
う
一
文
も
見
え
る
た
め
、
西
田
幾
多
郎
博
士
（
一
八
七
〇
〜
一
九
四

五
）
の
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。
実
際
に
、「
第
一
、
趙
州
狗
子
＝
絶
対
無
の

問
題
」
に
象
徴
的
だ
が
、
西
田
博
士
が
用
い
た
語
彙
を
「
著
語
」
に
用
い
、

他
に
も
「
矛
盾
」「
絶
対
」
な
ど
も
見
え
、
ま
た
そ
の
著
作
を
本
文
に
多
数

引
用
し
て
い
る
。

　

西
晋
一
郎
博
士
（
一
八
七
三
〜
一
九
四
三
）
は
倫
理
学
者
で
あ
る
。
本
文

中
に
引
用
文
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

ま
た
、
紀
平
正
美
博
士
（
一
八
七
四
〜
一
九
四
九
）
に
つ
い
て
は
、
師
の

『
体
験
の
研
究
』「
序
」
を
執
筆
し
て
い
る
関
係
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

多
く
の
示
唆
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
紀
平
『
無
門
関
解
釈
（
以
下
、『
解

釈
』
と
略
記
）』（
岩
波
書
店
、
大
正
七
年
）
は
、『
新
研
究
』「
緒
言
」
に
お

け
る
「
禅
と
言
語
」
の
問
題
を
始
め
、
随
処
に
そ
の
引
用
・
影
響
が
見
ら

れ
、『
新
研
究
』
は
思
想
的
に
『
解
釈
』
の
祖
述
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
当
然
に
禅
籍
を
読
む
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
禅
僧
か
ら
の
影
響

に
つ
い
て
も
注
意
す
べ
き
だ
が
、
同
年
代
の
禅
僧
か
ら
の
影
響
は
見
る
こ
と

が
出
来
ず
、
む
し
ろ
「
不
立
文
字
」
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
は
批
判
的
で
も
あ

る
。
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世
の
禅
者
が
単
な
る
「
不
立
文
字
」
に
拘
泥
し
て
文
字
の
奥
に
無
文
字

の
真
実
在
が
輝
い
て
居
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
言
々
句
々
こ
れ
光
明
な
る

こ
と
を
知
ら
な
い
の
は
実
に
悲
し
む
べ
き
で
あ
）
9
（

る
。

　

こ
こ
か
ら
、
本
書
が
従
来
の
禅
宗
が
保
持
し
た
見
解
に
依
拠
し
な
い
で
書

か
れ
た
理
由
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
禅
僧
は
確
か
に
「
不
立
文
字
」
と
は
い

う
が
、
そ
れ
を
表
層
的
（
或
い
は
硬
直
的
）
に
理
解
し
、
真
の
意
義
を
持
っ

て
い
な
い
こ
と
へ
の
批
判
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
理
想
的
な
禅
僧

と
し
て
金
子
師
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
は
、
同
時
代
の
禅
）
10
（

者
で
は
な
く
、

道
元
禅
師
を
始
め
と
す
る
古
来
の
聖
者
で
あ
っ
た
。

　
　

由
来
禅
宗
に
於
て
は
一
切
の
概
念
的
思
想
を
押
し
去
つ
て
不
立
文
字
と

云
つ
て
居
る
。「
不
立
文
字
」
と
云
ひ
な
が
ら
文
字
を
立
し
て
居
る

所
、
そ
こ
に
は
不
立
文
字
に
囚
へ
ら
れ
ざ
る
自
由
無
碍
の
境
地
が
既
に

現
は
れ
て
居
る
。
深
く
味
つ
て
見
る
と
不
立
文
字
と
は
云
ひ
な
が
ら
言

端
語
端
其
の
侭
が
不
立
文
字
の
姿
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
道
元

が
奇
し
く
も
「
言
語
道
断
ト
ハ
一
切
ノ
言
語
是
レ
ナ
リ
」
と
云
は
れ
た

所
以
で
あ
ら
う
。
そ
こ
に
は
何
等
の
こ
だ
は
り
の
な
い
、
立
不
立
に
囚

へ
ら
れ
な
い
境
地
が
あ
）
11
（

る
。

　

既
に
、『
体
験
の
宗
教
』
以
来
、
道
元
禅
師
の
著
作
に
つ
い
て
の
言
及
を

続
け
て
い
る
師
は
、「
不
立
文
字
」
の
意
義
に
つ
い
て
、『
正
法
眼
蔵
』「
安

居
」
巻
か
ら
引
用
し
て
自
ら
の
立
場
を
強
調
し
て
い
る
。

　
「
安
居
」
巻
で
は
、
釈
尊
に
よ
る
「
摩
竭
掩
）
12
（

室
」
に
つ
い
て
、
真
理
は
無

言
・
無
心
に
よ
っ
て
至
る
べ
き
で
、
真
理
に
対
す
る
言
語
的
な
表
現
は
方
便

に
過
ぎ
ず
、
掩
室
に
よ
っ
て
無
言
説
（
つ
ま
り
は
言
語
道
断
）
を
貫
こ
う
と

し
た
こ
と
が
、
釈
尊
の
真
意
で
あ
る
と
解
釈
す
る
一
群
が
い
た
と
さ
れ
る
。

確
か
に
、
世
間
で
用
い
ら
れ
る
「
言
語
道
断
」
と
は
「
言
葉
に
言
い
表
せ
な

い
」
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
右
引
用
文
に
見
え
る
よ
う
に
道
元
禅
師
は
「
一

切
の
言
語
」
を
も
っ
て
「
言
語
道
断
」
と
し
た
。
そ
こ
に
は
道
元
禅
師
な
り

の
言
語
観
が
あ
っ
て
、
仏
法
の
真
実
を
至
理
（
無
言
説
）
と
方
便
（
言
説
）

と
に
分
け
る
こ
と
を
、
分
別
と
し
て
批
判
し
た
た
め
、
自
ず
と
言
語
を
否
定

す
る
見
解
に
は
立
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
金
子
師
は
、
道
元
禅
師

が
禅
宗
の
祖
師
で
あ
り
な
が
ら
、
言
語
を
否
定
し
な
い
態
度
を
受
容
し
た
。

　

な
お
、
師
の
言
語
を
巡
る
問
題
は
、
別
の
機
会
に
詳
し
く
検
討
し
た
い
と

は
思
っ
て
い
る
が
、
本
書
に
見
え
る
言
語
観
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
簡
単
に

考
察
し
た
い
。

五
、
本
書
に
お
け
る
言
語
観

　
『
無
門
関
』
は
冒
頭
、
著
者
で
あ
る
無
門
自
身
の
序
に
お
い
て
、
言
語
に

関
す
る
重
大
な
関
門
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　

仏
語
心
を
宗
と
為
し
、
無
門
を
法
門
と
為
す
。
既
に
是
れ
無
門
、
且
く

作
麼
生
か
透
ら
ん
。
豈
に
道
う
こ
と
を
見
ず
や
、「
門
従
り
入
る
者

は
、
是
れ
家
珍
に
あ
ら
ず
。
縁
従
り
得
る
者
は
、
始
終
成
壊
す
」
と
。

恁
麼
の
説
話
、
大
い
に
無
風
に
浪
を
起
こ
し
、
好
肉
に
瘡
を

る
に
似

た
り
。
何
に
況
ん
や
言
句
に
滞
り
、
解
会
を
覓
む
る
を
や
。
棒
を
掉
ち

て
月
を
打
ち
、
靴
を
隔
て
て
痒
り
を
爬
く
も
、
甚
の
交
渉
か
有
ら
）
13
（

ん
。

　

無
門
の
見
解
に
は
言
語
に
対
す
る
否
定
が
見
ら
れ
、
同
時
に
知
的
な
解
会

に
よ
る
真
実
の
把
握
を
も
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
無
門
自
身
は
四
八
則
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の
公
案
を
採
り
上
げ
、
そ
れ
に
自
ら
の
言
葉
を
付
け
た
の
で
あ
る
。
一
見
す

る
と
矛
盾
す
る
行
い
で
あ
る
が
、
金
子
師
は
こ
こ
に
禅
宗
の
言
語
観
の
要
諦

が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
（
引
用
者
註
・
紀
平
正
美
）
博
士
の
説
に
従
へ
ば
「
仏
と
は
働
き
の
当

体
を
言
ひ
、
語
と
は
其
の
外
的
表
現
で
あ
り
、
心
と
は
其
等
を
摂
入
す

る
所
の
主
観
の
働
き
を
言
ふ
の
で
あ
る
」。
斯
う
し
た
解
釈
に
よ
る
と

こ
こ
に
「
仏
語
心
」
と
云
ふ
「
語
」
が
「
働
き
自
ら
の
外
的
表
現
」
を

意
味
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
つ
て
外
的
表
現
に
よ
つ
て
の
み
働
き
自

ら
が
客
観
的
実
現
性
を
有
つ
て
来
る
訳
で
あ
）
14
（

る
。

　

師
は
紀
平
の
見
解
に
依
拠
し
な
が
ら
、『
無
門
関
』「
序
」
冒
頭
に
見
え
る

「
仏
語
心
」
に
着
目
す
る
。
こ
れ
は
、
禅
籍
で
は
広
く
『
楞
伽
経
』
の
言
葉

と
し
て
引
用
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
〜
七
八
九
）
の
言

葉
と
さ
れ
）
15
（

る
。
な
お
、
紀
平
は
『
解
釈
』
に
お
い
て
、
も
し
禅
宗
が
「
仏

心
」
と
い
う
だ
け
に
留
ま
れ
ば
、
主
観
的
唯
心
論
に
、
引
い
て
は
独
我
論
に

陥
る
と
す
る
が
、
こ
こ
で
「
語
」
の
一
字
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
問
題

を
免
れ
た
と
評
価
す
る
。
そ
し
て
紀
平
は
、『
無
門
関
』「
第
二
〇
則
・
大
力

量
人
」
の
解
釈
に
お
い
て
禅
に
お
け
る
言
語
観
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
け

れ
ど
も
、
言
語
の
役
割
に
つ
い
て
、
活
き
た
言
語
は
相
手
の
全
精
神
の
活
動

を
喚
起
し
つ
つ
、
一
個
人
に
留
ま
ら
ず
全
人
類
の
歴
史
全
体
に
ま
で
関
係
し

う
）
16
（

る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
仏
が
た
だ
働
き
に
留
ま
ら
ず
、
世
界
に
影
響
を
与

え
る
よ
う
に
「
語
」
が
機
能
す
る
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
禅
宗
の
標
語
た
る

不
立
文
字
は
、
単
純
な
言
語
否
定
と
は
採
ら
れ
な
く
な
る
。

　
　

禅
者
が
不
立
文
字
と
云
ふ
の
は
実
在
自
体
の
外
的
表
現
が
単
な
る
文
字

の
表
現
を
以
て
は
如
実
に
そ
れ
を
言
表
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
と
云
ふ

こ
と
だ
け
で
あ
つ
て
、
実
在
活
動
の
外
的
表
現
其
の
こ
と
を
否
定
し
た

の
で
は
な
い
の
だ
。
世
の
所
謂
禅
者
が
不
立
文
字
に
囚
へ
ら
れ
て
了
つ

て
文
字
を
立
す
る
こ
と
を
以
て
禅
の
本
質
に
矛
盾
す
る
こ
と
の
如
く
思

ふ
は
そ
れ
こ
そ
自
家
矛
盾
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
不
立
文
字
と
は
一

一
の
文
字
の
こ
と
を
云
ふ
の
だ
。
否
定
の
な
か
に
肯
定
を
見
な
い
所
に

何
処
に
禅
機
の
溌
溂
さ
が
あ
ら
う
。
文
字
を
否
定
し
更
に
不
立
文
字
を

も
否
定
し
尽
く
し
て
こ
そ
不
立
文
字
の
真
の
精
神
が
生
き
て
来
る
の
で

は
な
い
）
17
（

か
。

　

結
果
と
し
て
、
金
子
師
は
不
立
文
字
の
位
置
付
け
を
右
の
よ
う
に
述
べ
、

実
在
（
仏
、
或
い
は
真
理
）
の
外
的
表
現
が
文
字
の
表
現
の
み
で
は
行
え
な

い
と
い
う
こ
と
を
、
不
立
文
字
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
転
じ
て
、
一
方
的

に
文
字
の
み
を
否
定
す
る
こ
と
は
禅
に
お
い
て
「
自
家
矛
盾
」
で
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
、
不
立
文
字
を
「
一
一
の
文
字
」
だ
と
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み

れ
ば
、
本
書
に
お
け
る
言
語
観
に
は
、
道
元
禅
師
の
「
言
語
道
断
」
の
解
釈

や
、『
正
法
眼
蔵
』「
仏
教
」「
仏
経
」
両
巻
の
影
響
な
ど
も
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
そ
の
結
果
、
禅
籍
に
つ
い
て
講
義
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
「
道
」

を
、
著
者
自
ら
が
拓
い
て
い
く
様
子
が
分
か
）
18
（

る
。

六
、「
宗
教
生
活
」
に
つ
い
て

　

金
子
師
は
日
々
の
生
活
を
た
だ
漫
然
と
行
う
の
で
は
な
く
、
宗
教
的
に
価

値
の
高
い
生
活
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
観
点
か
ら
『
無
門
関
』
全
四
八
則
を

検
討
す
る
と
、「
七　

趙
州
洗
鉢
」
が
注
目
さ
れ
る
。
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「
七　

趙
州
洗
鉢
」
に
つ
い
て
師
は
、「
現
実
裡
の
具
体
相
」
と
著
語
し
て

い
る
。
本
則
の
内
容
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
（
現
在
の
一
般
的
な
訓
読
法
と

は
異
な
る
が
、
金
子
師
の
読
み
方
を
挙
げ
る
）。

　
　
　
　

趙
州
洗
鉢

　
　
　

趙
州
、
因
に
僧
問
ふ
『
某
甲
、
乍
入
叢
林
、
乞
ふ
師
指
示
せ
よ
。』

州
云
く
『
喫
粥
了
也
未
だ
し
や
。』
僧
云
く
『
喫
粥
了
也
。』
州
云
く

『
鉢
盂
を
洗
ひ
去
れ
。』
其
の
僧
省
あ
り
。

　
　
〔
無
門
曰
く
〕『
趙
州
口
を
開
い
て
胆
を
見
る
。
心
肝
を
露
出
す
。
者
の

僧
、
事
を
聞
い
て
真
な
ら
ず
ん
ば
、
鐘
を
喚
ん
で
甕

も
た
ひ

と
作
す
。』

　
　
〔
頌
に
曰
く
〕『
只
分
明
に
極
む
る
が
た
め
に
、
翻
つ
て
所
得
を
し
て
遅

か
ら
し
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　

早
く
知
る
灯
は
こ
れ
火
な
る
こ
と
を
、
飯
熟
す
る
こ
と

已
に
多
）
19
（

時
。』

　

本
則
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
叢
林
修
行
の
基
本
を
問
答
し
て
い
る
と
い

え
る
。
し
か
も
、
食
事
と
、
食
事
に
用
い
た
食
器
を
洗
っ
た
か
ど
う
か
を
主

題
に
し
て
い
る
た
め
、
い
わ
ば
坐
禅
や
読
経
と
い
っ
た
特
殊
的
な
禅
林
修
行

で
は
な
く
て
、
ま
さ
し
く
日
常
の
生
活
の
延
長
上
に
あ
る
問
答
で
あ
る
こ
と

に
注
目
し
た
い
。

　

こ
の
一
則
に
対
す
る
金
子
師
の
註
釈
態
度
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

宗
教
の
極
致
は
決
し
て
日
常
生
活
を
離
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
何
か
深

遠
な
真
理
で
な
け
れ
ば
宗
教
で
な
い
。
哲
学
や
経
典
の
六
ヶ
し
い
も
の

を
読
ま
ね
ば
宗
教
は
解
ら
な
い
と
思
ふ
て
居
る
の
が
間
違
ひ
。
宗
教
は

日
毎
夜
毎
の
平
凡
な
生
活
の
中
に
あ
る
の
だ
。「
平
常
心
是
道
」
と
云

つ
た
や
う
に
日
常
生
活
を
離
れ
て
道
は
な
）
20
（

い
。

　

宗
教
の
極
致
の
置
き
方
は
様
々
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
、
仏
説
に
せ
よ
『
聖

書
』
に
せ
よ
、
ブ
ッ
ダ
や
預
言
者
が
行
う
「
奇
跡
」
な
ど
に
、
極
致
を
見
る

場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
金
子
師
は
日
常
生
活
に
こ
そ
極
致
を
見
出
し

た
。
そ
し
て
、
自
ら
の
見
解
の
傍
証
に
「
平
常
心
是
道
」
と
い
う
禅
語
を
用

い
て
い
る
。
こ
の
語
は
、
先
に
挙
げ
た
馬
祖
道
一
の
言
葉
で
あ
る
と
も
さ

れ
、
直
訳
す
れ
ば
、
日
常
的
な
心
の
あ
り
方
が
そ
の
ま
ま
仏
の
道
で
あ
る
こ

と
を
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
「
平
常
心
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
置
き
所
は
難

解
で
、
こ
こ
に
禅
者
各
自
の
修
証
観
が
問
わ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
　

一
体
私
共
は
此
の
我
々
に
与
へ
ら
れ
た
日
常
生
活
と
云
ふ
も
の
は
平
凡

な
浅
薄
な
誠
に
つ
ま
ら
ぬ
日
暮
ら
し
の
や
う
に
思
ふ
て
居
る
が
そ
れ
が

抑
も
の
誤
り
だ
と
思
ふ
。
実
は
こ
れ
程
深
い
も
の
は
な
い
の
だ
。「
此

の
生
」。
そ
れ
は
神
が
我
々
に
与
へ
給
ふ
た
無
上
の
賜
だ
。「
時
」
の
流

れ
。
そ
こ
に
我
々
は
生
命
の
具
体
相
を
実
現
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
飯
を

喫
す
る
、
茶
を
飲
む
、
仕
事
を
す
る
、
人
と
語
る
。
さ
う
し
た
平
凡
事

は
神
へ
の
礼
讃
で
あ
り
、
自
己
生
命
の
表
現
だ
。
そ
こ
に
光
が
な
く
て

ど
う
し
や
う
。
そ
の
外
に
別
に
道
が
あ
る
の
で
は
な
）
21
（

い
。

　

ま
ず
、
金
子
師
は
自
ら
の
生
命
を
「
此
の
生
」
と
し
て
絶
対
的
に
肯
定

し
、
そ
れ
を
神
に
与
え
ら
れ
た
無
上
の
賜
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
生
に
伴
っ
て
い
る
「
時
」
に
、
生
命
の
具
体
相
を
実
現
す
る
わ
け
だ

が
、
そ
れ
が
飯
を
喫
し
、
茶
を
飲
み
、
仕
事
（
作
務
）
を
行
う
と
い
っ
た
平

凡
事
で
あ
る
と
す
る
。
一
方
で
こ
の
平
凡
事
こ
そ
が
神
へ
の
礼
讃
で
あ
る
と
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し
、
宗
教
的
真
理
・
実
在
か
ら
照
ら
さ
れ
る
「
光
」
を
見
て
い
く
の
で
あ

る
。
こ
の
「
光
」
は
、
日
常
生
活
に
宗
教
的
価
値
を
見
出
し
た
も
の
だ
が
、

こ
れ
が
無
条
件
で
可
能
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
も
し
、
無
条
件

で
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
問
答
を
特
殊
的
に
取
り
扱
う
こ
と

す
ら
無
用
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
日
常
を
離
れ
ず
平
凡
で
あ
り
な
が
ら
、
し

か
し
、
宗
教
的
価
値
を
見
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　

然
る
に
我
々
の
生
活
は
さ
う
し
た
光
を
隠
く
し
、
生
命
を
浪
費
し
て
、

真
の
純
聖
な
生
活
に
生
き
得
な
い
。
そ
こ
に
あ
や
ま
ち
が
あ
る
。
今
趙

州
の
此
の
僧
に
対
し
た
叮
嚀
親
切
の
導
き
は
斯
う
し
た
平
凡
道
の
真
理

を
我
々
に
教
へ
て
居
る
。
価
値
の
必
然
的
実
現
が
そ
こ
に
あ
る
。
純
真

の
自
由
さ
が
そ
こ
に
流
れ
て
居
）
22
（

る
。

　

金
子
師
が
、
我
々
の
生
活
に
光
を
隠
す
の
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
を
想
定

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
殊
に
師
は
、
日
々
の
生
活
を
空
虚
に
生
き
る
こ
と

が
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
で
は
、
充
実
し
て
い
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う

と
、
そ
も
そ
も
空
虚
・
充
実
と
い
う
区
分
自
体
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
我
々
の
生
活
の
中
で
日
常
的
に
揺
れ
動

く
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、「
純
真
の
自
由
さ
」
に
も
着
目
せ
ね
ば
な
る
ま

い
。
こ
の
場
合
の
自
由
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
障
害
の
無
い
状
態
で
あ
り
、
本
来

の
日
常
で
は
感
じ
得
な
い
心
境
で
あ
る
。
だ
が
、
宗
教
的
価
値
が
我
々
の
生

活
に
現
れ
る
時
に
自
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。
こ
の
詳
細
は
本

則
の
み
で
は
論
じ
き
れ
な
い
た
め
、
次
項
で
も
重
ね
て
見
て
い
く
こ
と
と
し

た
い
。
そ
し
て
、
本
則
末
尾
の
語
を
見
て
み
た
い
。

　
　

平
々
坦
々
ま
る
で
春
の
野
を
行
く
感
じ
の
す
る
よ
い
則
だ
。
意
味
深
長

と
云
は
ず
し
て
意
味
深
長
だ
。「
飯
を
食
ふ
水
を
飲
む
」
そ
れ
丈
け
の

こ
と
だ
が
そ
こ
に
言
ふ
に
言
は
れ
ぬ
味
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
全
く
生
き

た
公
案
。
之
に
比
べ
る
と
禅
宗
幾
百
乃
至
幾
千
の
公
案
も
凡
て
閑
葛
藤

に
過
ぎ
な
い
。
閑
文
字
に
過
ぎ
な
い
。
提
唱
と
か
何
と
か
云
つ
て
六
ヶ

し
い
こ
と
を
し
や
べ
る
老
師
と
か
云
ふ
高
い
所
に
あ
が
つ
て
物
を
言
ふ

人
間
も
ち
と
慚
死
す
べ
き
で
あ
る
。
人
間
の
生
き
た
道
は
生
き
た
生
活

の
外
に
は
な
い
の
で
あ
）
23
（

る
。

　

こ
こ
で
は
純
真
な
自
由
が
、「
平
々
坦
々
ま
る
で
春
の
野
を
行
く
感
じ
」

と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
否
定
さ
れ
た
の
は
、
禅
師
家
に
よ
る

提
唱
な
ど
で
あ
る
。
難
解
な
こ
と
を
考
え
ず
、
生
き
た
生
活
を
行
う
こ
と
に

宗
教
的
価
値
を
見
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

師
は
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
一
則
を
全
公
案
の
中
で
最
も
価
値
の
高
い
も
の

だ
と
評
価
す
る
。
な
お
、
紀
平
『
解
釈
』
で
は
、
本
則
を
極
め
て
簡
単
な
も

の
で
あ
る
と
し
、
重
視
し
な
い
。
こ
れ
は
、
自
ら
哲
学
者
・
思
想
家
を
自
認

し
、
そ
の
思
想
的
価
値
に
重
き
を
置
く
紀
平
と
、
宗
教
生
活
の
価
値
に
重
き

を
置
く
金
子
師
と
の
立
場
の
相
違
と
い
え
る
。

七
、「
宗
教
上
の
神
秘
道
」
に
つ
い
て

　

さ
て
、「
宗
教
生
活
」
を
評
価
す
る
金
子
師
は
、
宗
教
的
な
生
活
が
日
常

の
行
為
の
中
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
見
て
い
き
た
い
の

が
、『
無
門
関
』「
十
九　

平
常
是
道
」
で
あ
る
。
師
は
本
則
に
「
超
認
識

境
」
と
著
語
し
て
い
る
。

　
　
　

平
常
是
道
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南
泉
、
因
に
趙
州
問
ふ
『
如
何
な
る
か
是
れ
道
。』
泉
云
く
『
平
常

心
是
れ
道
。』
州
曰
く
『
還
つ
て
趣
向
す
べ
き
や
否
や
。』
泉
云
く
『
向

は
ん
と
擬
す
れ
ば
即
ち
乖
く
。』
州
云
く
『
擬
せ
ず
ん
ば
争
か
是
れ
道

な
る
こ
と
を
知
ら
ん
。』
泉
云
く
『
道
は
知
に
も
属
せ
ず
、
不
知
に
も

属
せ
ず
。
知
は
是
れ
忘
（
岩
波
文
庫
本
は
「
妄
」、
紀
平
『
解
釈
』
は

「
忘
」）
覚
。
不
知
は
是
れ
無
記
。
若
し
真
に
不
擬
の
道
に
達
せ
ば
、
猶

ほ
太
虚
の
廓
然
と
し
て
洞
豁
な
る
が
如
し
。
豈
に
強
い
て
是
非
す
べ
け

ん
や
。』
州
、
言
下
に
頓
悟
す
。

　
　
〔
無
門
曰
く
〕『
南
泉
、
趙
州
に
発
問
せ
ら
れ
て
直
に
得
た
り
瓦
解
氷

消
。
分
疎
不
下
な
る
こ
と
を
。
趙
州
、
饒
ひ
悟
り
去
る

も
更
に
参
ず
る
こ
と
三
十
年
に
し
て
始
め
て
得
ん
。』

　
　
〔
頌
に
曰
く
〕『
春
に
百
花
あ
り
秋
に
月
あ
り
。
夏
に
涼
風
あ
り
冬
に
雪

あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　

若
し
閑
事
の
心
頭
に
挂
く
る
無
く
ん
ば
便
ち
是
れ
人
間

の
好
時
）
24
（

節
。』

　

既
に
、
前
項
に
お
い
て
、「
平
常
心
是
道
」
の
語
が
金
子
師
自
身
に
よ
っ

て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
語
自
体
を
参
究
す

る
の
が
本
則
で
あ
る
。
本
則
の
著
語
は
、「
超
認
識
境
」
で
あ
る
が
、
本
則

の
「
平
常
心
是
道
」
に
つ
い
て
は
、
金
子
師
自
身
が
「
平
素
の
心
が
其
の
儘

道
だ
が
）
25
（

な
」
と
訳
さ
れ
る
通
り
、
我
々
自
身
の
日
常
的
な
心
の
あ
り
方
が
、

そ
の
ま
ま
道
（
真
理
）
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
表
現
は
容
易
で
は
な
い
。
既
に
、
本
則
中
に
も
「
向
は
ん

と
擬
す
れ
ば
即
ち
乖
く
」
と
あ
っ
て
、
修
行
を
含
め
、
真
理
の
表
現
を
積
極

的
に
行
お
う
と
す
る
営
み
自
体
を
否
定
し
、
ま
た
、「
道
は
知
に
も
属
せ

ず
、
不
知
に
も
属
せ
ず
」
と
も
あ
っ
て
、
知
性
に
基
づ
く
積
極
的
理
解
も
否

定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
金
子
師
は
次
の
よ
う
に
評
す
る
。

　
　

由
来
絶
対
そ
れ
自
ら
の
姿
は
無
と
も
有
と
も
言
ひ
得
な
い
所
の
も
の
、

神
は
一
切
で
あ
る
と
共
に
一
切
で
無
い
所
の
も
の
、
道
そ
れ
自
ら
も
矢

張
り
そ
れ
だ
。「
向
は
ん
と
擬
す
る
」
そ
の
刹
那
其
の
真
相
を
喪
つ
て

了
ふ
も
の
）
26
（

だ
。

　

こ
こ
で
慎
重
に
見
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
い
わ
ゆ
る
禅
宗
的
な
否

定
の
言
説
に
つ
い
て
、
金
子
師
は
そ
れ
を
神
を
表
現
す
る
も
の
と
も
考
え
て

い
る
。
そ
し
て
、
禅
が
本
来
的
に
否
定
の
言
説
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
当
の

「
道
」
と
「
神
」
に
つ
い
て
、『
無
門
関
』
の
「
第
四
五
、
他
是
阿
誰
＝

「
他
」
と
し
て
の
絶
対
者
」
で
は
、
本
則
の
「
釈
迦
弥
勒
猶
ほ
是
れ
他
の
奴

な
）
27
（

り
」
に
注
目
し
て
、
こ
の
「
他
」
を
「
我
な
ら
ぬ
我
、
絶
対
者
そ
れ
自
ら

の
姿
、「
父
」
と
し
て
の
神
が
そ
の
姿
を
他
の
相
と
し
て
自
現
し
た
も
の
で

は
あ
る
ま
い
）
28
（

か
」
と
あ
り
、
活
動
態
と
し
て
あ
る
神
の
一
様
相
と
し
て
捉
え

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
仏
語
心
」
と
い
う
三
位
の
構
造
を
用
い

れ
ば
、
心
（
主
観
）
は
我
な
ら
ぬ
我
で
あ
り
、
仏
は
父
と
し
て
の
神
が
は
た

ら
き
と
し
て
あ
る
こ
と
を
指
し
、
語
は
こ
の
場
合
、
釈
迦
・
弥
勒
と
い
う
は

た
ら
き
た
る
神
の
自
現
と
し
て
解
釈
出
来
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
仏
語

心
」
と
い
う
三
位
は
、
そ
の
文
脈
に
よ
っ
て
様
々
に
展
開
可
能
な
も
の
で
あ

る
。

　

さ
て
、「
平
常
心
是
道
」
に
つ
い
て
は
、
本
則
末
尾
の
語
か
ら
も
考
え
て

見
た
い
。
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春
夏
秋
冬
、
四
季
折
り
折
り
の
其
の
儘
が
人
間
の
本
郷
で
あ
り
、
道
そ

れ
自
ら
の
具
体
的
な
実
現
だ
。「
道
は
近
き
に
あ
り
」
で
我
々
の
現
実

生
活
そ
れ
自
ら
の
其
の
儘
の
な
か
に
円
か
に
現
は
れ
て
居
る
の
だ
。
そ

れ
こ
そ
「
平
常
心
是
道
」
で
あ
り
「
日
日
こ
れ
好
日
」
と
云
は
ね
ば
な

ら
な
）
29
（

い
。

　

我
々
の
現
実
が
、
道
か
ら
見
れ
ば
そ
れ
自
ら
の
具
体
的
な
実
現
で
あ
る
と

い
う
。
よ
っ
て
、
平
常
心
が
そ
の
ま
ま
道
で
あ
る
と
い
う
意
義
が
成
立
す
る

と
い
う
。
ま
た
、「
日
日
是こ
れ

好
日
」
は
、
無
門
の
頌
古
の
結
句
に
対
し
て
の

言
葉
で
あ
る
が
、
雲
門
宗
の
開
祖
・
雲
門
文
偃
（
八
六
四
〜
九
四
九
）
の
言

葉
を
用
い
て
お
り
、
毎
日
が
幸
せ
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
か
ら
理
解
出
来
る
こ
と
は
、
金
子
師
が
否
定
し
た
の
は
分
別
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
切
の
分
別
的
思
考
を
否
定
し
、
日
常
に
徹
し
て
、
そ

こ
に
仏
法
（
或
い
は
神
）
の
は
た
ら
き
の
ま
ま
に
生
き
る
こ
と
が
、
日
常
生

活
に
宗
教
的
価
値
を
置
く
と
い
う
師
の
理
想
の
極
致
で
あ
る
と
結
論
付
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
師
に
お
い
て
は
、
本
書
を
始
め
禅
籍
に
対
し
て
行
っ
た
解

説
・
註
釈
は
、「
仏
語
心
」
の
「
語
」
の
位
置
付
け
と
し
て
、
宗
教
的
価
値

を
持
つ
日
常
を
活
写
す
る
た
め
に
存
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。

八
、
結
論

　

金
子
師
は
、
自
ら
の
神
秘
主
義
へ
の
関
心
を
元
に
、
東
西
の
思
想
を
研
究

し
た
人
で
あ
る
。
特
に
東
洋
思
想
に
つ
い
て
は
、
禅
僧
が
持
つ
神
秘
性
に
着

目
し
て
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
本
論
で
は
師
の
『
無
門
関
』
解
説
の
中
か

ら
、
禅
思
想
と
し
て
注
目
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
「
宗
教
生
活
」
と
「
宗
教
上

の
神
秘
道
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

両
方
と
も
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
師
は
神
秘
（
或
い
は
、
悟
り
・

真
理
）
を
遠
く
に
置
く
こ
と
な
く
、
自
ら
の
人
生
に
表
現
出
来
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
悟
り
（
真
理
）
を
特
殊
化
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
馬
祖
下
の
禅
風
に
共
鳴
し
た
の
は
、
当
然
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
師
は
『
無
門
関
』
の
研
究
以
前
か
ら
道
元
禅
師
へ
の
研
究
を
進

め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
悟
り
（
真
理
）
の
特
殊
化
へ
の
否
定
は
徹
底
さ
れ

つ
つ
も
、
日
々
の
生
活
の
中
に
、
宗
教
的
価
値
の
表
現
が
な
さ
れ
る
こ
と
を

求
め
て
は
お
り
、
具
体
的
に
は
分
別
の
否
定
と
し
て
現
れ
る
。

　

ま
た
、
特
殊
な
修
行
（
坐
禅
や
読
経
）
に
つ
い
て
は
、
全
般
的
に
否
定
さ

れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
宗
教
生
活
」
項
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、「
趙
州
洗

鉢
」
話
を
評
価
し
得
た
の
は
、「
食
事
」
と
「
洗
鉢
（
食
器
を
洗
う
こ
と
）」

と
い
う
禅
僧
が
日
常
の
生
活
自
体
を
真
っ
正
面
か
ら
採
り
上
げ
て
い
る
こ
と

が
、
金
子
師
自
身
の
立
場
に
も
大
い
に
共
鳴
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。

　

な
お
、
本
論
で
は
あ
く
ま
で
も
金
子
師
の
著
作
に
従
っ
て
、
師
の
見
解
を

探
る
に
留
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
時
代
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、

東
西
両
洋
の
思
想
や
宗
教
の
交
流
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
）
30
（

る
。
そ
の
中
で
の
師
の
位
置
付
け
な
ど
は
、
ま
た
機
会
を
改
め
て
考
察
し

た
い
。
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注（
１
）  

金
子
白
夢
牧
師
へ
の
先
行
研
究
や
伝
記
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
金
子
白

夢
牧
師
『
體
驗
の
宗
教
』
に
見
え
る
道
元
禅
師
観
」（『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀

要
』
第
六
三
巻
第
一
号
、
二
〇
一
五
年
九
月
）
及
び
「
衛
藤
即
応
博
士
と
金
子
白

夢
牧
師
」（『
宗
学
研
究
紀
要
』
第
二
八
・
二
九
合
併
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
を

参
照
願
い
た
い
。
な
お
、
伝
記
に
つ
い
て
は
未
解
明
の
部
分
も
多
い
た
め
、
今
後

更
な
る
研
究
を
行
う
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
金
子
師
と
禅
宗
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
見
解
が
知
ら
れ
て
い
る
。

 

　

先
生
は
東
洋
哲
学
を
深
く
研
究
し
て
お
ら
れ
、
禅
宗
も
よ
く
研
究
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
う
し
た
禅
語
が
よ
く
説
教
に
出
ま
し
た
。
先
生
の
話
し

は
、
論
理
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
り
、
直
観
的
に
進
め
ら
れ
る
場
合
も
多
い
と
思

い
ま
し
た
。
先
生
は
思
想
家
で
あ
り
、
宗
教
家
で
あ
る
と
と
も
に
、
詩
人
で
も

あ
ら
れ
た
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

 

『
百
年
の
あ
ゆ
み
』「
岡
井
弘
氏
の
感
想
」
二
四
頁

　
　

※
岡
井
氏
は
日
本
陶
器
（
現
・
ノ
リ
タ
ケ
）
の
役
員
で
あ
り
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌

人
で
も
あ
っ
た
。

（
２
）  

『
無
門
関
』
と
は
、
中
国
宋
代
に
編
集
さ
れ
た
禅
宗
の
公
案
集
で
あ
る
。
南
宋

時
代
の
臨
済
宗
・
無
門
慧
開
（
一
一
八
三
〜
一
二
六
〇
）
が
、
古
今
の
禅
者
が

行
っ
た
問
答
か
ら
四
八
則
を
選
び
、
自
ら
簡
単
な
示
衆
を
付
し
、
頌
古
を
詠
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
日
本
に
は
、
由
良
興
国
寺
開
山
で
、
無
門
の
法
嗣
で
あ
る
心
地
覚

心
（
臨
済
宗
法
灯
派
・
一
二
〇
七
〜
一
二
九
八
）
が
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
、
そ
れ

以
降
急
激
に
流
行
し
た
と
い
う
。
な
お
、
日
本
で
は
『
碧
巌
録
』
と
並
ん
で
、
中

世
か
ら
近
世
・
近
代
に
か
け
て
、
臨
済
宗
・
曹
洞
宗
問
わ
ず
に
広
く
学
ば
れ
た
。

ま
た
、
金
子
師
は
永
年
『
無
門
関
』
を
座
右
の
書
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

（
３
）  

「
新
生
会
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
指
摘
が
あ
る
。

 

　

一
方
東
大
の
吉
野
作
造
博
士
を
中
心
と
す
る
新
人
会
の
文
化
啓
蒙
活
動
は
、

地
方
各
地
に
も
波
及
し
、
当
市
に
於
て
も
文
化
運
動
の
機
運
が
盛
り
上
り
を
見

せ
て
い
た
。〈
中
略
〉

 

　

こ
の
時
に
当
り
金
子
白
夢
は
、
小
林
橘
川
、
与
良
松
三
郎
、
長
野
浪
山
、
成

瀬
賢
秀
等
の
同
志
と
計
っ
て
、
講
座
を
中
央
食
堂
の
階
上
に
設
け
、
毎
水
曜
日

の
定
例
日
と
し
、
哲
学
、
宗
教
、
文
芸
に
つ
い
て
自
ら
講
述
し
た
。
講
義
終
了

後
は
、
活
発
な
質
問
応
答
の
形
式
で
終
始
し
た
。

 

　

教
育
界
に
於
て
も
当
時
八
大
教
育
思
潮
が
花
や
か
に
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
新

教
育
運
動
の
機
運
が
動
き
始
め
た
こ
の
頃
若
き
教
育
者
の
中
に
は
、
中
央
食
堂

の
文
化
講
座
に
出
席
し
て
金
子
先
生
の
指
導
を
受
け
た
も
の
が
中
心
と
な
っ

て
、
先
生
を
専
任
の
講
師
と
仰
い
で
、
教
育
者
を
中
心
と
す
る
研
究
会
を
毎
週

木
曜
日
の
夜
開
く
こ
と
と
な
り
、
先
生
の
快
諾
を
得
た
。
新
生
会
と
名
づ
け
ら

れ
た
。

 

『
百
年
の
あ
ゆ
み
』
二
〇
頁

　
　

※
吉
野
作
造　

東
京
帝
国
大
学
で
教
鞭
を
執
り
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
立
役
者

と
し
て
知
ら
れ
る
思
想
家
、
政
治
学
者
。
生
没
年
は
一
八
七
八
〜
一
九
三
三

年
。

　
　

※
新
人
会　

吉
野
の
民
本
主
義
の
影
響
を
受
け
、
東
京
帝
国
大
学
の
学
生
が
設
立

し
た
学
生
運
動
団
体
。
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
一
二
月
に
結
成
、
一
九
二
九

年
（
昭
和
四
）
に
解
散
。

　
　

※
八
大
教
育
思
潮　
「
八
大
教
育
主
張
」
と
も
い
い
、
一
九
二
一
年
（
大
正
一

〇
）
八
月
に
東
京
高
等
師
範
学
校
（
現
・
筑
波
大
学
）
に
お
い
て
大
日
本
学
術

協
会
が
主
催
し
た
講
演
会
で
、
小
原
国
芳
な
ど
八
人
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
教

育
思
想
の
こ
と
。

（
４
）  
『
新
研
究
』「
序
文
」
一
頁
。

（
５
）  

『
新
研
究
』「
序
文
」
一
頁
。

（
６
）  

『
新
研
究
』「
序
文
」
一
〜
二
頁
。
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（
７
）  

『
新
研
究
』「
序
文
」
二
頁
。

（
８
）  

『
新
研
究
』「
序
文
」
二
頁
。

（
９
）  

『
新
研
究
』「
緒
論
」
五
〜
六
頁
。

（
10
）  

金
子
師
は
南
天
棒
こ
と
鄧
州
全
忠
師
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
・
一
八
三
九
〜
一
九

二
五
年
）
に
参
じ
よ
う
と
し
た
も
の
の
、「
ヤ
ソ
禅
」
な
ど
と
あ
し
ら
わ
れ
る
様

子
が
、
同
師
の
語
録
に
伝
わ
る
（『
禅
に
生
き
る
傑
僧　

南
天
棒
』
二
〇
五
〜
二

〇
七
頁
）。
そ
れ
に
対
す
る
金
子
師
の
言
動
等
は
知
ら
れ
な
い
が
、
同
時
代
の
禅

者
が
実
践
的
・
教
理
的
に
硬
直
化
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
こ
と
に
、
そ
の
応

答
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
11
）  

『
新
研
究
』「
緒
論
」
五
頁
。

（
12
）  

「
摩
竭
掩
室
」
と
は
、
マ
ガ
ダ
（
摩
竭
）
国
内
の
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
で
成
道
し
た
釈

尊
が
、
そ
の
後
二
一
日
間
、
自
ら
の
居
室
を
閉
じ
て
無
言
の
ま
ま
で
い
た
こ
と
を

指
す
。
こ
こ
か
ら
、
釈
尊
の
得
た
真
理
は
そ
の
原
初
状
態
に
お
い
て
言
語
表
現
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
解
釈
が
あ
っ
た
。「
摩
竭
掩
室
」
に
つ
い
て
は
僧
肇

『
肇
論
』「
開
宗
第
一
」（T

45

・145b

）
に
採
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
後
広
く
中
国

成
立
の
論
書
・
語
録
等
に
引
用
さ
れ
た
。
ま
た
、「
言
語
道
断
」
と
組
み
合
わ
せ

て
論
じ
る
の
は
永
明
延
寿
『
宗
鏡
録
』
巻
九
四
「
引
証
章
第
三
」（T

48

・

927c

）
で
あ
る
が
、
道
元
禅
師
が
『
宗
鏡
録
』
を
批
判
対
象
と
し
て
い
る
か
は
、

現
段
階
で
は
不
明
。

（
13
）  

『
無
門
関
』
序
（T

48

・292b

）。
訓
読
は
菅
原
。

（
14
）  

『
新
研
究
』
一
三
頁
。

（
15
）  

「
仏
語
心
為
宗
」
の
語
に
関
す
る
系
譜
的
研
究
は
、
柳
幹
康
『
永
明
延
寿
と

『
宗
鏡
録
』
の
研
究
』（
法
蔵
館
・
二
〇
一
五
年
）
の
「
第
二
章　

四　

延
寿
の
論

拠
」（
一
一
〇
〜
一
一
七
頁
）
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
金
子
師
は
仏
語
心
を
文
字

通
り
の
三
態
と
す
る
一
方
で
、
紀
平
の
『
解
釈
』
に
お
け
る
指
摘
を
受
け
て
、
こ

の
三
つ
を
不
可
分
な
る
三
位
一
体
と
し
て
見
て
い
る
。
金
子
師
に
お
け
る
三
位
一

体
と
い
う
神
学
的
用
語
の
解
釈
は
難
解
で
、
門
外
漢
た
る
筆
者
の
力
量
で
は
如
何

と
も
評
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

（
16
）  

『
解
釈
』
二
三
一
〜
二
三
三
頁
参
照
。

（
17
）  

『
新
研
究
』
一
三
頁
。

（
18
）  

当
時
、
禅
籍
に
つ
い
て
禅
僧
以
外
の
者
が
云
々
す
る
こ
と
は
、
ま
だ
難
し
い
状

況
で
あ
り
、
関
連
書
籍
に
は
ほ
ぼ
必
ず
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
に
、
各
著
者
が
禅
や

禅
籍
に
つ
い
て
言
葉
を
発
す
る
こ
と
が
、
如
何
に
可
能
に
な
る
か
が
論
じ
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

（
19
）  

『
新
研
究
』
五
九
〜
六
〇
頁
。
な
お
、
本
則
の
登
場
人
物
は
趙
州
従

（
七
七

八
〜
八
九
七
）
で
あ
り
、
南
嶽
下
の
南
泉
普
願
の
法
嗣
で
あ
る
。
本
則
以
外
に

も
、「
平
常
心
是
道
」
や
「
狗
子
仏
性
話
」
な
ど
の
多
く
の
禅
語
や
問
答
を
残

し
、
公
案
と
し
て
学
ば
れ
て
い
る
。

（
20
）  

『
新
研
究
』
六
一
頁
。

（
21
）  

『
新
研
究
』
六
二
頁
。

（
22
）  

『
新
研
究
』
六
二
頁
。

（
23
）  

『
新
研
究
』
六
三
頁
。

（
24
）  

『
新
研
究
』
一
二
二
頁
。
本
則
の
登
場
人
物
は
先
に
挙
げ
た
趙
州
と
、
そ
の
本

師
・
南
泉
普
願
（
七
四
八
〜
八
三
四
）
で
あ
る
。
南
泉
は
、
南
嶽
下
の
馬
祖
道
一

の
法
嗣
で
あ
る
。

（
25
）  

『
新
研
究
』
一
二
三
頁
。

（
26
）  

『
新
研
究
』
一
二
四
頁
。

（
27
）  

『
新
研
究
』
二
八
〇
頁
。

（
28
）  

『
新
研
究
』
二
八
二
頁
。

（
29
）  

『
新
研
究
』
一
二
七
頁
。

（
30
）  

マ
ー
ク
・
Ｒ
・
マ
リ
ン
ズ
著
、
高
崎
恵
訳
『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
キ

リ
ス
ト
教
』（
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
・
二
〇
〇
五
年
）
の
「
第
二
章
・
さ
ま
ざ
ま
な

キ
リ
ス
ト
教
」（
三
二
〜
四
六
頁
）
を
参
照
。
た
だ
し
、
同
著
に
金
子
師
の
こ
と

は
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
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金
子
師
以
外
で
参
照
し
た
文
献

・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
愛
知
教
会
編
『
百
年
の
あ
ゆ
み
』
一
九
九
六
年

・
春
見
文
勝
編
『
禅
に
生
き
る
傑
僧　

南
天
棒
』
春
秋
社
・
一
九
六
三
年

・
西
村
恵
信
訳
『
無
門
関
』
岩
波
文
庫
・
一
九
九
四
年

・『
大
正
新
修
大
蔵
経
』、
引
用
時
に
は
「
Ｔ
」
と
略
記
し
巻
数
・
頁
数
・
段
を
付
し

た
。

※
本
論
は
二
〇
一
五
年
九 
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
宗
教
学
会
・
第
七
四
回
学
術
大

会
に
お
い
て
発
表
し
た
内
容
に
、
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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